
(57)【要約】

【課題】横電界方式のアクティブマトリクス型液晶表示

装置において、共通電極の上部の液晶も駆動することに

よって光透過率を向上させる。

【解決手段】画素電極と共通電極とを保護膜を介して多

層に配置した横電界方式のアクティブマトリクス型液晶

表示装置において、前記画素電極を画素開口部の全体を

覆って配置し、前記共通電極を、画素開口部ではデータ

線に沿って櫛歯状に配置し、データ線直上ではデータ線

直上のみにパターン形成された有機膜を介して配置する

。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と を 保 護 膜 を 介 し て 多 層 に 配 置 し た 横 電 界 方 式 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ
ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 素 電 極 は 画 素 開 口 部 の 全 体 を 覆 っ て 配 置 さ れ 、 前 記
共 通 電 極 は 、 画 素 開 口 部 で は デ ー タ 線 に 沿 っ て 櫛 歯 状 に 配 置 さ れ 、 デ ー タ 線 直 上 で は デ ー
タ 線 直 上 の み に パ タ ー ン 形 成 さ れ た 有 機 膜 を 介 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 横 電
界 方 式 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 素 電 極 の 端 部 と デ ー タ 線 真 上 に 配 置 さ れ た 前 記 共 通 電 極 と は 所 定 幅 だ け 重 畳 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 横 電 界 方 式 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 素 電 極 及 び 前 記 共 通 電 極 の 夫 々 は 、 画 素 開 口 部 に お い て 、 櫛 歯 状 で 且 つ 重 畳 し な
い よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 横 電 界 方 式 の ア ク テ ィ ブ マ ト
リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 、 特 に 、 横 電 界 方 式 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 方 式 に は 、 配 向 し た 液 晶 分 子 の 分 子 軸 の 方 向 を 基 板 に 対 し て ほ ぼ 平
行 な 面 内 に お い て 回 転 さ せ る 横 電 界 方 式 （ Ｉ Ｐ Ｓ (In-Plane Switching)モ ー ド ） が あ る 。
横 電 界 方 式 は 、 周 知 の よ う に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 平 行 に 配 置 し た Ｔ Ｆ Ｔ (Thin Film T
ransistor)基 板 に 共 通 電 極 と 画 素 電 極 と を 設 け 、 こ れ ら の 共 通 電 極 と 画 素 電 極 の 夫 々 に 電
圧 を 印 加 し 、 基 板 に ほ ぼ 平 行 の 電 界 成 分 を 利 用 し て 表 示 を 行 な う も の で あ る 。 横 電 界 方 式
の 液 晶 表 示 装 置 は 、 広 い 視 野 角 を 得 る こ と が で き る と 共 に 画 像 コ ン ト ラ ス ト を 改 善 で き る
と い う 効 果 が あ る の で 近 年 多 用 さ れ る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 像 の 輝 度 は 「 画 素 の 開 口 面 積 」 を 大 き く す る こ と に よ り 上 げ る こ
と が で き る 。 こ の よ う な 従 来 技 術 が 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。 以 下 、 こ の
特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 従 来 技 術 を 、 図 ６ 及 び 図 ７ を 参 照 し て 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ に お い て 、 参 照 番 号 １ ０ 及 び １ ２ は 、 夫 々 、 透 明 な 絶 縁 基 板 及 び 透 明 な ゲ ー ト 絶 縁
膜 を 示 し 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ の 上 に 透 明 な 画 素 電 極 １ ４ 及 び デ ー タ 線 １ ６ が 配 置 さ れ て い
る 。 図 ６ か ら は 明 ら か で な い が 、 画 素 電 極 １ ４ は 、 例 え ば 、 デ ー タ 線 １ ６ に 平 行 し て 櫛 歯
状 に 伸 び て い る （ 即 ち 図 面 に 直 角 方 向 に 伸 び て い る ） 。 共 通 電 極 １ ８ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ （ 図 示 せ ず ） を 保 護 す る 保 護 膜 ２ ０ を 介 し て 、 画 素 電 極 １ ４ の 上 方 に 配 置 さ れ て い る 。
共 通 電 極 １ ８ は 、 画 素 開 口 部 ２ ２ で は 保 護 膜 ２ ０ 上 に 配 置 さ れ 、 デ ー タ 線 １ ６ の 上 部 で は
絶 縁 膜 （ 有 機 膜 ） ２ ４ を 介 し て 配 置 さ れ て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 側 の 基 板 ２ ６ の 液 晶 層 側
に は カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ８ が 配 置 さ れ 、 更 に 、 デ ー タ 線 １ ６ に 対 応 す る 位 置 に ブ ラ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス ３ ０ が 図 面 に 垂 直 方 向 に 伸 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ に 示 し た 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 層 に 形 成 さ れ る 電 界 の 様 子 の 概 略 を 示
す 図 で あ り 、 図 示 の よ う に 、 画 素 電 極 １ ４ と 共 通 電 極 １ ８ と の 電 位 差 に よ り 、 液 晶 層 内 に
、 基 板 １ ０ 及 び ２ ６ に 平 行 の 電 界 （ 横 電 界 ） が 形 成 さ れ 、 こ の 横 電 界 を 利 用 し て 液 晶 が 駆
動 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ５ ８ ３ ２ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 従 来 例 で は 、 図 ７ か ら 明 ら か な よ う に 、 共 通 電 極 １ ８ 上 の 液 晶 部 分 に は 横 電 界
が 存 在 し な い の で 、 こ の 部 分 の 光 透 過 率 が 低 下 す る （ 光 透 過 の 制 御 を 充 分 に 行 な え な い ）
と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 上 述 し た 従 来 例 で は 、 電 極 幅 の 変 動 が 液 晶 に か か る 電 界 の 強 さ
に 顕 著 に 影 響 す る た め 、 線 幅 制 御 に 高 度 な 技 術 が 必 要 と さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と を 保 護 膜 を 介 し て 多 層 に 配 置 し た 横 電 界 方 式 の
ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 素 電 極 を 画 素 開 口 部 の 全 体 を 覆 っ
て 配 置 し 、 前 記 共 通 電 極 を 、 画 素 開 口 部 で は デ ー タ 線 に 沿 っ て 櫛 歯 状 に 配 置 し 、 デ ー タ 線
直 上 で は デ ー タ 線 直 上 の み に パ タ ー ン 形 成 さ れ た 有 機 膜 を 介 し て 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 に 、 前 記 画 素 電 極 の 端 部 と デ ー タ 線 真 上 に 配 置 さ れ た 前 記 共 通 電 極 と を 所 定 幅 だ け 重
畳 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と を 保 護 膜 を 介 し て 多 層 に 配 置 し た 横
電 界 方 式 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 素 電 極 及 び 前 記 共 通 電
極 の 夫 々 を 、 画 素 開 口 部 に お い て 、 櫛 歯 状 で 且 つ 重 畳 し な い よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 共 通 電 極 １ ８ の 端 部 に 生 ず る 回 り 込 み 電 界 に よ っ て 液 晶 を 駆 動 し 、 電
界 に よ っ て 駆 動 さ れ た 液 晶 が 弾 性 力 を 介 し て 共 通 電 極 上 の 液 晶 を 回 転 さ せ る こ と が で き る
の で 、 共 通 電 極 上 の 液 晶 も 透 過 率 に 寄 与 す る よ う に で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態
は 、 透 明 な 画 素 電 極 を 画 素 開 口 部 の 全 体 に わ た っ て 設 け た 点 で 上 述 の 従 来 例 と 異 な る 。 図
面 の 説 明 を 簡 単 に す る た め 、 図 １ ～ 図 ５ で は 、 従 来 例 を 説 明 し た 図 ６ と 同 一 の 箇 所 に は 同
一 の 参 照 番 号 を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 参 照 番 号 １ ０ 及 び １ ２ は 、 夫 々 、 透 明 な 絶 縁 基 板 及 び 透 明 な ゲ ー ト 絶 縁
膜 を 示 し 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ 上 に は 、 透 明 な 画 素 電 極 ４ ０ 及 び デ ー タ 線 １ ６ が 配 置 さ れ て
い る 。 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 画 素 電 極 ４ ０ は 、 画 素 開 口 部 ２ ２ の 全 体 を 覆
っ て 設 け ら れ 、 共 通 電 極 １ ８ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ 図 示 せ ず ） を 保 護 す る 保 護 膜 ２ ０ を
介 し て 、 画 素 電 極 ４ ０ の 上 方 に 配 置 さ れ て い る 。 共 通 電 極 １ ８ は 、 画 素 開 口 部 ２ ２ で は 櫛
歯 状 に 保 護 膜 ２ ０ 上 に 設 け ら れ 、 デ ー タ 線 １ ６ の 上 部 で は 絶 縁 膜 で あ る 有 機 膜 ２ ４ を 覆 う
よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 １ 画 素 分 の 共 通 電 極 １ ８ （ 図 １ 参 照 ） の 配 置 を 説 明 す る た め の 簡 単 な 平 面 図 で
あ り 、 切 断 線 Ａ － Ａ で の 断 面 図 が 図 １ に 相 当 す る 。 図 ２ に お い て 、 縦 方 向 の 太 い 破 線 ４ ２
は デ ー タ 線 （ 図 １ で は １ ６ で 示 す ） の 配 置 位 置 を 示 し 、 横 方 向 の 太 い 破 線 ４ ４ は 走 査 線 の
配 置 位 置 を 示 し 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 破 線 で 示 し た 矩 形 ４ ６ の 部 分 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 戻 っ て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 側 の 基 板 ２ ６ の 液 晶 層 側 に は カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ８ が 配
置 さ れ 、 更 に 、 デ ー タ 線 １ ６ に 対 応 す る 位 置 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ３ ０ が 図 面 に 垂 直 に
伸 び て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 層 に 形 成 さ れ る 電 界 の 概 略 を 示 す 図 で
あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 画 素 電 極 ４ ０ と 共 通 電 極 １ ８ と の 電 位 差 に よ り 、 液 晶 層 内 に 、
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共 通 電 極 １ ８ の 電 極 端 を 回 り 込 む 電 界 （ 所 謂 フ リ ン ジ 電 界 )が 発 生 し 、 液 晶 は こ の 回 り 込
む 電 界 に よ り 駆 動 さ れ る 。 ま た 、 デ ー タ 線 １ ６ か ら の 漏 れ 電 界 は デ ー タ 線 １ ６ 上 に あ る 共
通 電 極 １ ８ に よ っ て シ ー ル ド さ れ る の で 、 デ ー タ 線 近 傍 の 光 漏 れ を 防 止 す る こ と が で き る
。 こ の た め 、 デ ー タ 線 上 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 幅 を 縮 小 で き 開 口 部 を 拡 大 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 特 に 、 櫛 歯 状 に 配 置 し た 共 通 電 極 １ ８ の 本 数 を 増 や し て 電 極 間 隔 を
狭 め る と 共 に 電 極 幅 を 適 正 に 細 線 化 す る こ と に よ り 、 共 通 電 極 １ ８ の 端 部 （ エ ッ ジ ） 付 近
で 駆 動 さ れ る 液 晶 が 弾 性 力 を 介 し て 共 通 電 極 上 の 液 晶 を 回 転 さ せ る こ と が で き る た め 、 共
通 電 極 上 の 液 晶 も 透 過 率 に 寄 与 す る こ と が で き る と い う 顕 著 な 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 本 実 施 例 で は 、 デ ー タ 線 １ ６ を シ ー ル ド し て い る 共 通 電 極 １ ８ と 画 素 電 極 ４ ０ と
の オ ー バ ー ラ ッ プ 量 （ 図 １ の Ｌ ） を 制 御 す る こ と で 、 デ ー タ 線 １ ６ の 近 傍 で 透 過 率 に 有 利
な 電 界 を 生 成 し 画 素 全 体 の 光 透 過 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 図 ４ は 、 ピ ー ク 透 過 率 と
オ ー バ ー ラ ッ プ 量 （ Ｌ ） の 関 係 を 示 す 図 で あ り 、 こ の 図 か ら 、 共 通 電 極 １ ８ と 画 素 電 極 ４
０ と の オ ー バ ー ラ ッ プ 量 （ Ｌ ） を 、 例 え ば 約 1～ 1.5μ mに す れ ば 、 ピ ー ク 透 過 率 を 上 げ る
こ と が で き る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 画 素 電 極 ４ ０ を 画 素 開 口 部 ２ ２ の 全 体 を 覆 う よ う に 配 置 し 、
共 通 電 極 １ ８ の 電 極 端 を 回 り 込 む 電 界 （ フ リ ン ジ 電 界 )を 発 生 さ せ て い る 。 し か し な が ら
、 画 素 電 極 ４ ０ を 画 素 開 口 部 ２ ２ の 全 体 を 覆 う よ う に 配 置 す る 換 わ り に 、 図 ５ に 示 す よ う
に 、 画 素 電 極 ４ ０ 及 び 共 通 電 極 １ ８ の 夫 々 を 、 画 素 開 口 部 ２ ２ に お い て 、 櫛 歯 状 と し 且 つ
重 畳 し な い よ う に 配 置 し て も 、 共 通 電 極 １ ８ の 図 ３ に 示 し た と 同 様 の 回 り 込 み 電 界 を 発 生
さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 実 施 の 形 態 を 更 に 説 明 す る た め の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ の 実 施 の 形 態 の 効 果 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 し た 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ６ 】 従 来 例 を 説 明 す る た め の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 従 来 例 を 更 に 説 明 す る た め の 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ ０ 、 ２ ６ 　 　 基 板
１ ４ 、 ４ ０ 　 　 画 素 電 極
１ ８ 　 　 　 　 　 共 通 電 極
２ ２ 　 　 　 　 　 画 素 開 口 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(5) JP 2007-316321 A 2007.12.6



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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